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Abstract: 生体分子の機能制御を可能にする分子開発を目指して、これま

でに結晶構造を基にした分子デザインや化合物ライブラリを用いたスクリ

ーニングが行われてきた。しかし、これら手法にはそれぞれ限界があるの

も事実である。例えば結晶構造が利用できない場合や利用できるライブラ

リの多様性・サイズが十分でない場合である。これらを解決する方法の一

つに核酸ディスプレイ法が挙げられる。本法では、小分子ビルディングブ

ロック（BB）を連結していくことで分子を構築していくが、最終的にその

BB の種類・配列を記憶した「核酸（DNA や RNA）」を分子と連結することが

鍵となる。これにより、巨大なライブラリを扱えるだけでなく、結合活性

を有する分子の検出や解析を容易にできる。セミナーではこれらについて

簡単にお話しする。 
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